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国立国会図書館 

はじめに 

NDL-
OPAC 

国立国会
図書館

サーチ 

JAPAN
/MARC 

日本図書
館協会 

公共・学校・大学図書館等 

・週次（新規・訂正） 
・MARC形式 

・随時ダウンロード 
・MARC形式、 
   記号区切り形式等 

・RSS(最新、7日分、 
 15日分） 
・API 
・DC-NDL形式 

原則無償 有償 

システム 



1.  JAPAN/MARCの提供  
 

○全国書誌：国立国会図書館が収集整理
した出版物について、標準的な書誌情
報を、広く国の内外に速報するもの。
対象資料は、法定納本制度に基づき 

  納本された国内出版物と、納本以外の
方法により収集した（寄贈、購入等） 

  国内出版物及び外国刊行日本語出版物 

○JAPAN/MARC：全国書誌をMARC形式
により提供 
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1.  JAPAN/MARCの提供  
 

○日本図書館協会を通じて頒布  

○比較的大量のデータの活用に 

○訂正データも提供 
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1.  JAPAN/MARCの提供  
 

○ JAPAN/MARC MARC21フォーマット 

○ Unicode/UTF-8 

○「マニュアル」NDLホームページ掲載  

6 



2.  NDL-OPACからのダウンロード  
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○ NDL-OPAC「書誌情報提供サービス」
画面から「全国書誌」を提供 

○ JAPAN/MARC収録対象データを 
 NDL-OPACからダウンロード可能 
○データ1件ごと、または、まとまった 
  件数（1,500件程度）で 

 
 

 



2.  NDL-OPACからのダウンロード  
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○ JAPAN/MARC MARC21フォーマット
や記号区切りのテキスト形式等で 

○比較的少量のデータの活用に 

○ NDL-OPACのデータが訂正された場合
データ訂正の通知はなし 

 



2. 区分を「図書」「非図書」
「逐次刊行物」「全て」から選択 
 

3. 日付を yyyymmdd 形式で
入力すると、その日に作成が完了
した書誌を一覧表示 

1. 各画面共通メニューの 
「書誌情報提供サービス」をクリック 

2.  NDL-OPACからのダウンロード 

図書：図書資料 
非図書：視覚障害者用資料、電子出版物、地図、 
    音楽録音・映像資料（逐次刊行資料は除く。） 
逐次刊行物：逐次刊行資料 



ダウンロード画面へ 

数字やタイトルをクリック
すると書誌情報画面に遷移 

「検索結果一覧」画面 

2.  NDL-OPACからのダウンロード 



ダウンロード画面へ（この書誌だけをダウンロード） 「書誌情報」画面 

2.  NDL-OPACからのダウンロード 



2.  NDL-OPACからのダウンロード  
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レコードを選択：「検索結果一覧」画面で「ダウンロードする」を押した場合に、
ダウンロードしたい書誌を選択（「書誌情報」画面で「ダウンロードする」を押し
た場合は、この項目は表示されない） 
エンコードを選択：MARC形式の場合は、Unicode/UTF-8を選択 
形式を選択：MARC形式はJAPAN/MARC MARC21フォーマットでダウンロード 



2.  NDL-OPACからのダウンロード  
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○ JAPAN/MARC収録対象データ 
（アジア言語資料及び地図資料を除く） 
 について、作成中の書誌データも提供 

○リストでの提供はなし 

○データ完成の通知はなし 
 



2.  NDL-OPACからのダウンロード  
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3.  国立国会図書館サーチの活用 
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○ JAPAN/MARC収録対象データ 
（アジア言語資料及び地図資料を除く） 
 について、作成中の書誌データを 
 「新着書誌情報」としてRSS配信 

○ APIによるメタデータのダウンロード 

○データ形式は「国立国会図書館ダブリン
コアメタデータ記述（DC-NDL）」 

○データ完成の通知はなし 

 



3.  国立国会図書館サーチの活用 
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新新着 新着書誌情報（作成中の書誌）RSSの入り口は、こちら 



RSSボタンをクリック 

3.  国立国会図書館サーチの活用 



3.  国立国会図書館サーチの活用 
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タイトルをクリックすると 
その書誌の詳細画面に遷移 

※ここは、国立国会図書館サーチ内 



3.  国立国会図書館サーチの活用 
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個々のデータを 
MARC形式で利用する場合 
 

クリックすると 
NDL-OPACへ遷移 



3.  国立国会図書館サーチの活用 
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個々のデータを 
DC-NDL(RDF)形式で利用する場合 



3.  国立国会図書館サーチの活用 
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○新着書誌情報のメタデータの一括取得 

○ OAI-PMH対応 
○ ”set=iss-ndl-opac-inprocess” 
 を指定してリクエスト 
（「国立国会図書館サーチ 外部提供インタフェース仕様書」） 



4. データの利用について 
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NDL-OPACからのダウンロード 
○まずは、「ご連絡」を 
  https://www.ndl.go.jp/jp/library/data/download.html 

○利用件数、頻度等によっては要申請 

○自館での利用が目的ならば、原則無償 
 



4. データの利用について 
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国立国会図書館サーチのAPIの利用 

○非営利目的の場合、手続き不要 

○継続的アクセスを行なう場合、 

「ご連絡」を
http://iss.ndl.go.jp/information/contact/ 

 
 

 

 



4. データの利用について 
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○各図書館のシステムに取り込んで利用
する場合には、それぞれのシステムに
応じて対応が必要 

○ご利用に際してはシステムベンダー等
にご確認を 

 

 



5. 今後の予定 
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○ NDL-OPACから「新着書誌情報」 

○国立国会図書館サーチから「全国書誌」 

○今年度中に提供予定 
 

 



おわりに 
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ぜひ、ご覧ください 
○ NDLホームページ 
 「書誌データの作成および提供」 
      http://www.ndl.go.jp/jp/library/data_make.html 

○ NDL-OPAC「書誌情報提供サービス」 
  http://ndlopac.ndl.go.jp/F?func=find-c-0&local_base=gu_nz 
 

 
 

 

 

http://iss.ndl.go.jp/pbs/wp-content/uploads/2012/01/pamphlet.pdf


お願い：書誌情報提供サービスについての 
           アンケートにご協力ください 
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    国立国会図書館では、NDL-OPACやNDLサーチ、JAPAN/MARCなど
を通じて、書誌データの提供を行っています。 

  当館が提供する書誌データの活用実態などを把握し、 
  一層のサービス改善に役立てるため、アンケートを実施します。 
  図書館や図書館員のみなさまの率直なご意見をお待ちしています。 

  

 ○アンケート受付期間： 
    平成24年7月2日（月）から9月28日（金）まで 
 ○書誌情報提供サービス（冒頭にアンケートページへの 
  リンクがあります） 
     http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/syoshiservice.html 
 

 
 

 

 

http://iss.ndl.go.jp/pbs/wp-content/uploads/2012/01/pamphlet.pdf

